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設備-7：暖房ボイラー(左)、給湯ボイラー(右)は後補

開口-6：現況のスチール製片開戸は後補。当初仕様不明

地下平面図（現況図）

灰置場

　各階共通

・間取-1：現況の規模、間取りは概ね設計図と相違がなく、当初の姿がよく残っている

・開口-1：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし

　一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-8：箱錠や蝶番など、一部の建具金物は後補

・開口-9：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網

・構造-1：躯体寸法(壁厚、スラブ厚)は概ね設計図の通り

　地下共通

・間取-3：地下室の現況天井高さが設計図より低い(設計変更)

資料５ー３　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図①

：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

北

 間取-2：壁形状が設計図と異なる
（目視確認できないため不明）

間取-2：壁形状が設計図と異なる(設計変更)

okuyama
四角形
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棚

棚
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上部：開放上部：開放

温室

食堂

開　口-5：(室外側)スチール製扉は後補。当初は網戸
(室内側)当初の板戸が残る(表面に張られた合板は後補)

開口-4：襖の新旧不明

内仕上-6：現況の床仕上(縁甲板)は後補

造作-1：設計図には衝立あり(設計変更)

造作-2：親柱の柱頭飾り意匠が
設計図と異なる(設計変更)

造作-3：設計図には噴水が描かれるが
現況噴水はない

設備-3：洋便器は後補

設　備-2：脱衣室の洗面台は後補

設　備-5：シンクは後補

造作-1：設計図では仕切りなし
(設計変更)

格子-2：設計図には面格子なし(設計変更)

開口-7：
上げ下げ窓の網戸を
スチール製から
アルミ製に取り替え

上部：吹抜

廣間

設　備-8：レンジフード、ダクトの新旧不明
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格子-2：設計図には面格子なし
(設計変更)

 

１階平面図（現況図）

資料５―3　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図②

北

　　各階共通

・間取-1　：現況の規模、間取りは概ね設計図と相違がなく、当初の姿がよく残っている

・内仕上-1：現況の内壁、天井の塗装仕上は後補。塗装下のプラスターが当初の仕上と推定される

・開口-1　：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし

一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-2　：設計図と現況で、開口上部のアーチ形状が異なる箇所が多い(設計変更)

・開口-3　：建具は概ね統一された意匠で、設計図と概ね合致する(当初)

・開口-8　：箱錠や蝶番など、一部の建具金物は後補

・開口-9　：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網

・設備-6　：呼び釦は後補

・構造-1　：躯体寸法（壁厚、スラブ厚）は概ね設計図の通り(当初)

開口-10：設計図では片開き戸
（設計変更）

内仕上-5：腰のタイル張り、ステンレス製の浴槽は後補

　　１　階

・内仕上-3：温室腰壁は石張り仕上。設計図には記載なし(設計変更)

・内仕上-4：1階洗面所(西)、脱衣室、勝手口の腰は人造石研ぎ出し仕上

設計図ではタイル張り(設計変更)

・格子-1　：1階の玄関廻り、サービス諸室の格子は設計図の通り(当初)

・造作-4　：一部の棚やタオル掛けは後補

・設備-1　：1階洗面所の洗面台、配膳室の流しは当初

：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

設　備-4：ガス台は後補

okuyama
四角形



開口-7：上げ下げ窓の網戸をスチール
製からアルミ製に取り替え
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親柱の柱頭飾り
意匠が設計図と
異なる(設計変更)

造作-5：沓摺の納まりが
設計図と異なる(設計変更)
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開口-1：開口の高さが
設計図と異なる(設計変更)

設備-3：便器は後補

格子-3：
菱組の格子がつく
設計図では渦巻き
状の意匠

設備-3：
便器は後補

格子-3：菱組の格子がつく
設計図では渦巻き状の意匠

開口-1：開口の高さが
設計図と異なる(設計変更)

ガラス屋根

間取-4：
バルコニーの平面形状が設計
図と異なる(設計変更)

開口-7：
上げ下げ窓の網戸をスチール
製からアルミ製に取り替え

開口-4：
襖の新旧不明

２階平面図（現況図）

★開口-11：鎧戸がつく
設計図では鎧戸なし(設計変更)

★

★

★

★

★ ★

★

★

★

★

　２　階

・内仕上-2：A寝室、B寝室、C寝室の壁の塗装は後補。当初の塗装色不明

・造作-4　：一部の棚やタオル掛けは後補

・設備-1　：2階の寝室、便所、洗面所、浴室の浴槽、洗面台は当初

　各階共通

・間取-1　：現況の規模、間取りは概ね設計図と相違がなく、当初の姿がよく残っている

・内仕上-1：現況の内壁、天井の塗装仕上は後補。塗装下のプラスターが当初の仕上と推定される

・開口-1　：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし

　一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-2　：設計図と現況で、開口上部のアーチ形状が異なる箇所が多い(設計変更)

・開口-3　：建具は概ね統一された意匠で、設計図と概ね合致する(当初)

・開口-8　：箱錠や蝶番など、一部の建具金物は後補

・開口-9　：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網・設備-6　：呼び釦は後補

・構造-1　：躯体寸法（壁厚、スラブ厚）は概ね設計図の通り(当初)

北
：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

資料５―3　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図③
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開口-12：設計図では両開き扉(設計変更)

格子-3：菱組の格子がつく
　設計図では渦巻き状の意匠

間取-6　：天井高さが設計図より低い
内仕上-7：内装材の新旧不明

小屋裏平面図（現況図）

　各階共通

・間取-1　：現況の規模、間取りは概ね設計図と相違がなく、当初の姿がよく残っている

・開口-1　：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし

　一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-2　：設計図と現況で、開口上部のアーチ形状が異なる箇所が多い(設計変更)

・開口-3　：建具は概ね統一された意匠で、設計図と概ね合致する(当初)

・開口-8　：箱錠や蝶番など、一部の建具金物は後補

・開口-9　：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網

・構造-1　：躯体寸法（壁厚、スラブ厚）は概ね設計図の通り(当初)

　小 屋 裏

・間取-5　：小屋裏の旧間取については不明

：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

北

資料５―3　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図④

okuyama
四角形
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外仕上-4：
車寄せ外壁の石張り意匠が
設計図と異なる(設計変更)

格子-3：
菱組の格子がつく
設計図では渦巻き状の意匠

開口-7：
上げ下げ窓の網戸をスチール製
からアルミ製に取り替え

造作-6：煙突トップは後補

格子-2：設計図には面格子なし(設計変更)

外仕上-2：
現況の屋根は当初のものか不明
(現況は青緑色の桟瓦、設計図では栗色の本瓦)

★開口-11：鎧戸がつく

設計図では鎧戸なし(設計変更)

★
★

東立面図（現況図）

北

　　立面共通

・外仕上-1：現況の外壁仕上は後補。当初仕上の仕様不明

・開口-1　：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし。

一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-2　：設計図と現況で、開口上部のアーチ形状が異なる箇所が多い(設計変更)

・開口-3　：建具は概ね統一された意匠で、設計図と概ね合致する(当初)

・開口-9　：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網

・格子-1　：1階の玄関廻り、サービス諸室の格子は設計図の通り(当初)

：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

資料５―3　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図⑤

okuyama
四角形
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開口-7：
上げ下げ窓の網戸を
スチール製からアルミ製
に取り替え

造作-6：煙突トップは後補

外仕上-2：現況の屋根は当初のものか不明
　（現況は青緑色の桟瓦、設計図では栗色の本瓦）

造作-6：煙突トップは後補

 

★開口-11：鎧戸がつく

設計図では鎧戸なし(設計変更)

★★

★★★
★

外仕上-3：温室の屋根と露台腰壁との納まりが
　設計図と異なる(設計変更)

間取-4：バルコニーの平面形状が設計図と異なる(設計変更)

開口-1：開口の高さが設計図
　と異なる(設計変更)

南立面図（現況図）

北

　立面共通

・外仕上-1：現況の外壁仕上は後補。当初仕上の仕様不明

・開口-1　：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし。

　一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-2　：設計図と現況で、開口上部のアーチ形状が異なる箇所が多い(設計変更)

・開口-3　：建具は概ね統一された意匠で、設計図と概ね合致する(当初)

・開口-9　：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網

・格子-1　：1階の玄関廻り、サービス諸室の格子は設計図の通り(当初)

：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

資料５―3　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図⑥

okuyama
四角形
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造作-6：煙突トップは後補

開口-6：現況のスチール製片開戸は後補。当初仕様不明

開口-5：スチール製扉は後補。当初は網戸

造作-7：
オーニングが付く。設計図には記載なし

開口-7：上げ下げ窓の網戸をスチール製からアルミ製に取り替え

外仕上-2：
現況の屋根は当初のものか不明
(現況は青緑色の桟瓦、設計図
では栗色の本瓦)

★開口-11：

鎧戸がつく。設計図では鎧戸なし(設計変更)

★ ★

★

外仕上-3：
温室の屋根と露台腰壁との納まり
が設計図と異なる(設計変更)

造作-8：
設計図にはガーゴイルが描かれる
(設計変更)

北

　立面共通

・外仕上-1：現況の外壁仕上は後補。当初仕上の仕様不明

・開口-1　：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし。

　一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-2　：設計図と現況で、開口上部のアーチ形状が異なる箇所が多い(設計変更)

・開口-3　：建具は概ね統一された意匠で、設計図と概ね合致する(当初)

・開口-9　：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網

・格子-1　：1階の玄関廻り、サービス諸室の格子は設計図の通り(当初)

西立面図（現況図）

：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

資料５―3　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図⑦

okuyama
四角形
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515 5000 7272 7272 3909 49992909

外仕上-2：
現況の屋根は当初のものか不明
(現況は青緑色の桟瓦、設計図では栗色の本瓦)

外仕上-4：
車寄せ外壁の石張り意匠が設計図と異なる(設計変更)

格子-2：
設計図には面格子なし(設計変更)

開口-6：現況のスチール製片開戸は後補。当初仕様不明

格子-3：
菱組の格子がつく
設計図では渦巻き状の意匠

開口-1：
開口の高さが設計図と異なる(設計変更)

開口-7：
上げ下げ窓の網戸をスチール製
からアルミ製に取り替え

格子-3：
菱組の格子がつく
設計図では渦巻き状の意匠

★開口-11：鎧戸がつく

設計図では鎧戸なし(設計変更)

★

造作-6：
煙突トップは後補

北立面図（現況図）

北

　立面共通

・外仕上-1：現況の外壁仕上は後補。当初仕上の仕様不明

・開口-1　：開口位置、形状は概ね設計図の通りで、当初の姿から改変なし。

　一部の開口の高さが設計図と現況で異なる(設計変更)

・開口-2　：設計図と現況で、開口上部のアーチ形状が異なる箇所が多い(設計変更)

・開口-3　：建具は概ね統一された意匠で、設計図と概ね合致する(当初)

・開口-9　：網戸の網は、ほとんどが後補(SUS網)。当初は銅網

・格子-1　：1階の玄関廻り、サービス諸室の格子は設計図の通り(当初)

：改修・修理されている

：設計変更と推定（当初から改変なし）

：不明

　凡 例　

資料５―3　西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸　照合結果プロット図⑧
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